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アを web クローラ (clawler)1と呼ぶ。
Verno班では Iron[2][3]という名のクローラを開発・公開してきた。しかし、ク
ローラの研究開発が進んだことでクローラが新規性のあるソフトウェアとは言え
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がある。そこで、本研究では HTML Tidy[5] を使用してこの変換を行った。
また、文字コードの問題もある。新インデックスデータベースでは現在EUCし
か扱えない (2.1.2)ため、nkf[6]で文字コード変換を行う。
3.2.1 HTML tidy のEUC対応
EUCのマルチバイト文字はバイト単位で見たときの 8bit目が常に 1である [7]
ため、ソフトウェア開発者はマルチバイト対応のために特別なことをする必要が





えば、 &copy; という文字参照は c°記号を表すが、これは Latin-1文字コードで
は 169番であり、169を表す 1バイトが出力されてしまう。
そこで、この問題を解決するよう tidy に手を加え、eucjp モードを加えた。
-eucjpオプションを指定しなければ従来と同様の動作である。
3.2.2 larbin2xml




$fileは Larbinが収集した 1ページである HTMLファイル、$TARGETは出力先
ファイル、$TIDYは HTML tidyのバイナリ、$TIDY OPTSはコマンドラインオプ
ションなどから導かれたHTML tidyのオプションである。
echo '<?xml version="1.0" encoding="EUC-JP" ?>' > $TARGET
nkf -e $file | $TIDY $TIDY_OPTS | \
perl -pe 's/([\x00-\x7f])\xa0/$1 /g' | tail +2 >> $TARGET
tidyの出力では encodingが省略されているので、echoで 1行目だけ予め出力して


































URL : http : ==www:ueda:info:waseda:ac:jp=
パス : =http=jp=ac=waseda=info=ueda=www= : 80==?(
URL : http : ==www:example:com : 8080=foo=bar=wiki:php?FrontPage
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